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　去る４月２８日に第４回通常総代会が風連福祉センターで

開催され、総代２２６名にご出席いただきました。
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平
成

年

月

日
の
第

回
通
常
総

21

4

28

4

代
会
並
び
に
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
私

が
引
き
続
き
代
表
理
事
組
合
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
就
任
に
当
た
っ
て
一
言
御

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
ア
メ
リ
カ
に
端
を
発
し
た
銀
行
・

証
券
会
社
の
倒
産
や
金
融
不
安
は
瞬
く
間

に
世
界
各
国
を
巻
き
込
み
、
世
界
経
済
が

急
速
に
冷
え
込
ん
だ
結
果
、
世
界
同
時
不

況
が
押
し
寄
せ
、
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危

機
が
発
生
し
、
我
が
国
の
経
済
は
、
外
需

の
落
ち
込
み
に
よ
り
国
内
企
業
は
大
幅
な

減
収
・
減
益
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
下
に

あ
り
ま
す
。
現
在
政
府
は
内
需
拡
大
に
向

け
大
型
補
正
予
算
を
積
極
的
に
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
農
業
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は

非
常
に
厳
し
く
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
農
業
交
渉
に

お
い
て
も
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
の
最
終
合
意
に

向
け
、
ラ
ミ
ー
事
務
局
長
調
停
案
は
日
本

農
業
に
は
大
変
厳
し
い
提
案
で
あ
り
ま
し

た
が
、
イ
ン
ド
・
中
国
と
米
国
の
対
立
で

結
果
は
決
裂
し
、
先
行
不
透
明
な
現
況
で

あ
り
、
今
後
一
層
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
二

国
間
交
渉
が
加
速
す
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
中
、
各
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、

継
続
的
に
運
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。国
内
農
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
の

農
政
革
命
を
視
野
に
食
料
農
業
農
村
基
本

計
画
の
見
直
し
作
業
に
入
っ
て
お
り
、
現

在
の
食
料
自
給
率

％
を

年
後
の

％

40

10

50

農
業
振
興
計
画
の
実
践
と
第
二
次
振
興
計

画
策
定
に
向
け
、
最
終
年
度
の
検
証
を
し
、

生
産
組
織
を
は
じ
め
、
各
関
係
団
体
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
食
の
安
全
・
安
心
を
モ
ッ
ト

ー
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
た
高
品
質

な
生
産
物
を
安
定
供
給
す
る
と
と
も
に
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
普
及
推
進
を
図
り
な
が
ら
地
域
ブ

ラ
ン
ド
を
活
か
し
た
販
売
体
制
の
確
立
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

施
設
整
備
に
於
い
て
は
、
馬
鈴
薯
の
ハ

ー
ド
コ
ン
テ
ナ
の
導
入
を
図
り
、
組
合
員

の
作
業
効
率
を
高
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、

実
需
者
の
要
望
に
応
え
、
食
の
安
全
・
安

心
を
目
指
し
風
連
乾
燥
調
製
施
設
に
色
彩

選
別
機
の
導
入
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

風
連
町
本
町
地
区
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
建
設
工
事
着
手
、

年

月

22

4

完
成
予
定
で
取
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
組
合
員
の
皆
様
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
と
共
に
、
組
合
員
の
皆
様

の
ご
健
勝
と
本
年
が
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る

こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

達
成
に
向
け
さ
ら
に
農
地
法
を
含
め
た
農

業
関
連
法
案
の
整
備
を
進
め
な
が
ら
水
田

フ
ル
活
用
元
年
と
し
て
遊
休
農
地
の
解
消

や
生
産
基
盤
の
拡
充
強
化
に
よ
り
生
産
性

の
向
上
対
策
を
積
極
的
に
進
め
、
担
い
手

対
策
は
も
と
よ
り
農
村
社
会
や
環
境
対
策

を
含
め
た
農
業
支
援
策
の
充
実
が
図
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
担
い
手
や

高
齢
農
業
者
の
努
力
が
報
わ
れ
る
農
家
所

得
の
向
上
に
向
け
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。さ
ら
に
地
域
農
業
及
び
国
内
農
業
を
守

る
た
め
多
用
な
農
業
の
共
生
理
念
に
基
づ

き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
運
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
業
務
遂
行
に
あ
た
り
、
第
一
次

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長

中

島

道

昭
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組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り

農
協
事
業
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

農
繁
期
に
向
か
い
、
皆
様
方
に
は
益
々
ご

健
勝
に
て
農
作
業
に
精
励
さ
れ
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
役
員
改
選
に
当
た
り
、

月

日
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
四
回
通
常

4

28

総
代
会
に
於
い
て
役
員
と
し
て
承
認
を
い

た
だ
き
、
引
き
続
き
行
わ
れ
た
理
事
会
に

て
再
度
代
表
理
事
専
務
の
指
名
を
頂
き
ま

し
た
。
平
成

年
よ
り

年
間
専
務
と
し

18

3

て
農
協
運
営
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し

た
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が

こ
の
経
験
を
基
に
「
農
業
経
営
の
安
定
」

と
「
健
全
な
農
協
運
営
」
に
む
け
て
新
た

就
任
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
専
務

種

田

芳

雄

な
気
持
ち
で
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
組
合
員
皆
様
方
に

は
特
段
の
ご
指
導
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
世
界
的
な
経
済
不
況
に
端
を
発

し
日
本
経
済
全
体
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

陥
っ
て
お
り
、
加
え
て
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交

渉
の
行
方
も
心
配
さ
れ
国
内
農
業
を
取
り

巻
く
環
境
も
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
。
さ
ら
に
肥
料
、
飼
料
、
生
産
資

材
等
の
価
格
高
騰
が
農
業
経
営
を
圧
迫
し

て
お
り
、
再
生
産
に
見
合
う
農
産
物
価
格

の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
人
事
異
動
（

／

）
で
機
構
の
一
部

5

1

改
編
を
行
い
農
畜
産
部
と
青
果
部
を
一
つ

に
統
合
し
販
売
部
を
設
置
い
た
し
ま
し

た
。
農
産
課
、
青
果
課
に
各
担
当
次
長
を

置
き
、
農
産
物
の
多
用
な
販
売
方
法
を
模

索
し
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
畜
産
課
を
新
設
し
業
務
を
名
寄
支

所
に
集
約
し
組
合
員
の
付
託
に
答
え
る
べ

く
対
応
を
し
て
参
り
ま
す
。

道
北
な
よ
ろ
農
業
協
同
組
合
も
合
併
5

年
目
を
迎
え
ま
す
。
平
成

年
に
地
域
農

19

業
振
興
計
画
・
農
協
中
期
経
営
計
画
を
樹

立
（

年
～

年
）
し
最
終
年
と
な
り
ま

19

21

す
今
年
度
、
風
連
乾
燥
調
製
施
設
に
ガ
ラ

ス
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
の
異
物
除
去
に
対

応
で
き
る
色
彩
選
別
機
を
導
入
し
、
安
全

で
、
安
心
な
農
産
物
の
供
給
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
第

次
の
計
画
が
平
成

2

年
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
今
年
度
の
中
で

22

計
画
案
を
示
し
、
組
合
員
皆
様
の
ご
意
見

を
頂
き
な
が
ら
今
後
の
地
域
農
業
の
あ
り

方
と
農
協
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
て
参

り
ま
す
。

本
年
も
、
組
合
員
皆
様
の
為
の
農
協
を

基
本
に
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん

で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
本
年
が
組
合
員
皆
様
に
と
り
ま

し
て
実
り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
様
ご
祈

念
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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新
緑
の
時
期
を
迎
え
組
合
員
の
皆
様
に

は
多
忙
の
毎
日
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
順
調
な
季
節
の
推
移
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
本
年
が
平
穏
な
一
年
で
あ

る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

さ
て
、
平
成

年

月

日
開
催
の
総

21

4

28

代
会
、
そ
の
後
の
臨
時
理
事
会
に
お
い
て

引
き
続
い
て
常
務
理
事
の
指
名
を
受
け
、

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。道
北
な
よ
ろ
農
協
が
発
足
し
て

年
目

5

を
迎
え
、
引
き
続
き
努
力
を
重
ね
る
よ
う

に
と
の
意
で
あ
る
こ
と
を
心
に
と
め
、
組

合
員
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
理
解
を
賜
り

な
が
ら
誠
心
誠
意
与
え
ら
れ
た
職
務
に
取

り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

現
下
の
日
本
経
済
は
世
界
経
済
の
う
ね

就
任
の
ご
挨
拶

常
務
理
事

向

井

孝

夫

り
の
中
に
あ
り
、
か
つ
て
経
験
の
な
い
大

変
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
昨
年
世
界

を
揺
る
が
し
た
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
恐
慌

は
比
較
的
影
響
が
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い

た
日
本
に
対
し
て
も
未
曾
有
の
混
乱
を
生

じ
さ
せ
、
肥
料
の
高
騰
や
、
石
油
製
品
の

価
格
乱
高
下
な
ど
で
組
合
員
の
営
農
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
金
融
機
関
に

お
い
て
も
徐
々
に
影
響
が
明
ら
か
に
な

り
、
系
統
信
用
機
関
に
お
い
て
組
合
員
各

位
に
大
変
ご
心
配
を
か
け
る
状
況
も
発
生

い
た
し
ま
し
た
。
国
内
企
業
も
海
外
へ
の

輸
出
に
依
存
し
て
い
た
業
態
は
そ
の
事
業

の
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
大
幅
な
赤
字

と
共
に
人
員
整
理
に
よ
り
雇
用
不
安
を
増

加
さ
せ
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
ら
の

回
復
に
は
多
少
の
時
間
が
必
要
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
一
方
で
食
品
業
界
は
国
民

の
安
全
安
心
の
意
識
の
中
で
輸
入
食
品
離

れ
が
進
み
、
国
産
品
志
向
が
高
ま
っ
た
こ

と
は
生
産
者
に
追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
経
済
の
縮
小
に
よ
り
量
販

店
の
消
耗
戦
の
結
果
、
す
べ
て
の
商
品
が

安
全
安
心
に
加
え
て
安
価
の
流
れ
が
益
々

強
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
状
況
下
で
事
業
の
運
営
を
行

う
に
当
た
り
、
大
い
な
る
躍
進
『
地
域
農

業
の
発
展
を
目
指
し
て
』
と
銘
打
っ
て
3

ヶ
年
間
で
計
画
し
た
地
域
農
業
振
興
計
画

・
農
協
中
長
期
計
画
が
本
年
最
終
年
度
を

迎
え
る
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
は
こ
れ

ま
で
の
事
業
推
捗
の
検
証
の
年
で
あ
る
と

同
時
に
、
新
ラ
ウ
ン
ド
の
策
定
の
年
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
組
合
員
と
共
に
あ
る
農

協
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の
方
策
樹
立
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の

年
間
の
計
画
を
進
め
て
き
た
中

2

で
、
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
行
政
の
支
援

を
受
け
、
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
前
倒

し
で
整
備
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
こ

の
後
は
こ
れ
の
施
設
の
有
効
利
用
に
よ
っ

て
事
業
成
果
で
あ
る
販
売
代
金
に
付
加
価

値
を
見
出
す
こ
と
が
大
き
な
使
命
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
新
ラ
ウ
ン
ド
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、
農
業
経
営
の
サ
ポ
ー
ト
事
業
が

今
後
更
に
役
割
が
増
す
こ
と
に
対
す
る
対

処
、
合
わ
せ
て
担
い
手
が
希
望
を
も
っ
て

未
来
を
語
れ
る
農
業
環
境
を
創
る
た
め
に

ど
の
よ
う
に
農
協
が
役
割
を
果
た
す
か
等

々
大
い
に
議
論
を
頂
い
て
新
し
い
計
画
に

向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
特
に

肝
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

時
代
の
流
れ
が
速
度
を
増
し
て
い
る
中

で
予
想
を
し
な
い
課
題
は
生
じ
、
新
た
な

対
応
に
も
迅
速
性
が
求
め
ら
れ
る
訳
で
あ

り
ま
す
が
、
私
ど
も
は
農
協
が
持
つ
総
合

力
の
発
揮
は
も
ち
ろ
ん
、
各
事
業
部
門
の

推
進
と
あ
わ
せ
、
部
門
別
収
支
の
確
立
は

永
続
的
な
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
に
つ
い
て
具
体
的
対
応
に
努
め
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
本
年
が
組
合
員
の
皆
様
に
と
っ

て
、
健
康
で
喜
び
の
実
感
で
き
る
豊
穣
の

秋
を
迎
え
る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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Ｊ

Ａ

の

運

は
出
身
地
区

新

役

員

営

を

担

う

( )

代
表
理
事
組
合
長

中島 道昭(名寄)

代
表
理
事
専
務

種田 芳雄(風連)

常
務
理
事(

信
用
担
当)

向井 孝夫(全域)

理
事

購
買
委
員

佐々木 昭二(風連)

理
事

購
買
委
員

平間 富雄(名寄)

理
事

営
農
委
員

清水 清隆(智恵文)

理
事

営
農
委
員

中村 耕司(名寄)

理
事

営
農
委
員

小川 健二(名寄)

理
事

総
務
委
員

渋梨子 登(風連)

理
事

営
農
委
員

東野 秀樹(風連)

理
事

営
農
委
員

小川 和則(風連)

理
事

購
買
委
員

清水 和彦(風連)

理
事

購
買
委
員

遠藤 俊博(智恵文)

監
事

大内 茂喜(全域)

監
事

松下 良行(智恵文)

監
事

尾崎 宏文(風連)

代
表
監
事

常
勤

清水 秀満(名寄)

理
事

購
買
委
員
長

(

兼
総
務
委
員)

村上 清(名寄)

理
事

営
農
委
員
長

(

兼
総
務
委
員)

我妻 和幸(風連)

理
事

総
務
委
員
長

竹田 綱男(智恵文)
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去
る

月

日
、
農
協
本
所
大
会
議
室
に
お
い
て
道
北
な
よ
ろ
農
協
青
年
部
の
定
期
総

3
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会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
に
当
た
り
泊
り
部
長
挨
拶
の
あ
と
、
来
賓
の
茂
木
名
寄
市
経
済
部
長
、
菅
原
普
及

セ
ン
タ
ー
所
長
、
中
島
組
合
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
議
長
に
山
田
典
幸
さ
ん
を
選
出
し
議

案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。
議
案
は
概
ね
提
案
通
り
に
承
認
さ
れ
、
今
年
度
は
合
併

年
4

目
を
迎
え
る
に
当
た
っ
て
「
支
部
の
垣
根
を
越
え
た
本
部
体
制
」
な
ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

Ｊ
Ａ
道
北
な
よ
ろ
女
性
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は
、
去
る

月

日
に
第

回
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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箭
原
部
長
の
挨
拶
の
後
、
中
島
組
合
長
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
議
長
に
名
寄
支
部
の
大
沼

和
江
さ
ん
、
中
村
洋
子
さ
ん
を
選
出
し
議
事
に
入
り
、
す
べ
て
提
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
一
同
、
活
力
の
あ
る
女
性
組
織
を
目
指
し
努
力
致
し
ま
す
の
で
、
部
員
皆
様
、
関

係
機
関
各
位
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
平
成

年
度
新
役
員
は
次
の
通
り
で
す
。

21

ＪＡ道北なよろ ＪＡ道北なよろ ＪＡ道北なよろ ＪＡ道北なよろ
女性部本部 女性部風連支部 女性部名寄支部 女性部智恵文支部

部 長 箭 原 純 子 木戸口 順子 箭 原 純 子 遠 藤 和 子
支 部 長

副 部 長 木戸口 順子 上 口 里 美 中川 美恵子 清 水 るり子
副支部長

副 部 長 遠 藤 和 子 高橋 八千代
副支部長

監 事 中川 美恵子
会計・書記

林 京 子
伊豆倉 淑子

監 事 上 口 里 美 川 上 則 子 沖 沢 富 子

監 事 清 水 るり子

ＪＡ道北なよろ ＪＡ道北なよろ 風連町 ＪＡ道北なよろ ＪＡ道北なよろ

青年部本部 青年部 農民連盟 青年部 青年部

風連支部 青年部 名寄支部 智恵文支部

部 長 泊 り 雅 幸 川 原 竜 志
執行委員長

高 橋 尚 幹 佐 藤 幸 一
大久保 裕司

副部長 渋 谷 智 晃 佐 竹 直 人
副執行委員長

沼 澤 広 視 鷲 田 友 貴
田 代 真 一

副部長 鷲 田 友 貴
書記長

清 水 康 史 越 孝 則
新 田 司

会計 部会長 我 妻 昌 幸 書記・会計 会計

今 田 正 志 部会長 我 妻 秀 隆 花 井 信 雄 北 野 雅 嗣

監事 部会長 斎 藤 覚 監事 監事

伊 東 浩 次 部会長 山 家 智 彦 水 間 友 幸 夏 井 光 明

監事 会計監査 監事 監事

永 井 健 一 東 野 秀 樹 平 間 大 介 山 田 和 邦

会計監査

及 川 友 和



広報ＪＡ道北なよろ

種籾温湯消毒処理施設完成 ＆ 稼働

ＪＡ道北なよろ種籾温湯消毒処理施設が名寄市曙地区に完成し、今春から稼働しました。こ

の施設は水稲の種籾消毒を行う施設で、通常の消毒薬剤を使用せずに消毒することを可能にす

る装置が設置されています。

作業の流れとしては、６０℃の温湯に「もち米８分間」「ほしのゆめ８分間」「その他のうる

ち米１０分間」種籾を浸漬しその後すぐに水に浸して冷却し、脱水を行って除湿します。温湯

消毒された種籾は発芽しやすくなるとともに雑菌やカビが発生しやすくなるといわれており、

発生させないよう種籾に付着した余分な水分を除去します。その後は播種前に種籾が発芽しな

いよう種籾を十分に乾燥させた後に組合員の皆様に配布するという流れになっています。この

温湯消毒を行うことで、種子伝染する「いもち病」「ばか苗病」「苗立枯細菌病」などに対して

農薬を使った場合とほぼ同じか，それを上回る防除効果を期待することができます。

この装置を導入したことで、農薬廃液による環境汚染がなくなり、労働力の省力化とコスト

低減が図られ、産地としての安全・安心な米づくりにつながることと期待しています。



広報ＪＡ道北なよろ

上川農業改良普及センター名寄支所 活動体制上川農業改良普及センター名寄支所 活動体制

上川農業改良普及センター名寄支所では、４月１日の人事異動により、新たな活動体制
となりましたので、お知らせします。

区 分 責任者 担当者 備 考
菅原支所長

調整係 岩谷調整係長 松浦主査 名寄市･下川町区域
寺島指主

地 佐藤専普
馬場専普

佐藤 域 林川専普
支所次長

班 地域係 藤木地域係長 宮村主査 名寄市風連町区域
木村恵専普
木村高専普

花 き 宮村主査 士別地区
広

名寄地区
瀬尾 上川北部地区
技術主幹

域

畑作野菜 松浦主査 名寄地区
班

上川北部地区

【 専門項目担当 】

項 目 責任者 担 当 者

稲 作 藤木地域係長 佐藤専普 岩谷調整係長

畑 作 松浦主査 木村高専普 佐藤専普

園 芸 宮村主査 木村高専普 馬場専普 松浦主査

畜 産 瀬尾技術主幹 林川専普

農家経営 岩谷調整係長 寺島指主 木村恵専普

地域係長

藤 木 喜 美
ふ じ き よ し み

根室農業改良
普及ｾﾝﾀｰ本所より

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

山

岸

誠

地
域
第
三
係
長

空
知
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
中
空
知
支
所
へ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

人事異動（転入・転出者）

既に皆さんのお手のもとに届いている
「営農と生活としおり」は、昨年の課題を
はじめ、本年皆さんに取り組んで頂きたい
事項を中心に執筆・発刊致しました。
是非一読し、営農の参考にして下さい。
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国の農業政策の一つとして、燃油・肥料高騰緊急対策事業が実施されています。この中の肥料

高騰緊急対策のため農業者から、多くの土壌サンプルが名寄市農業振興センターに持ち込まれ

ました。平成２０年度中に持ち込まれたサンプル数は２，８０４点で例年の約３倍になります。

分析は３月末で終了し、分析結果は農協営農部を通して通知しています。分析の結果、リン酸、

加里、苦土等の過剰な圃場は節減対策を、不足な分は補給をしていただきたいと考えています。

さらに現在、今年度に向けた肥料費節減対策のため土壌サンプルが更に持ち込まれています。

土壌分析をより有効にするための留意事項

１、土の採取方法

① 表面の土を除き、１圃場・１ハウスでは、5 ヶ所から採取し、その土をよく混ぜて一つの

サンプルにします。

② 深さ 20㎝まで採取、ただしアスパラガス改良圃場は 20～ 40㎝の土層も採取します。

③ 土壌量は、握りこぶし 2つ分です。

④ サンプル袋には、氏名・圃場番号を記入してください。

２、土壌分析結果の有効活用

① 土壌分析では、簡易分析（PH・EC）、一般分析（PH・EC・石灰・加里・苦土・リン酸・リ

ン酸吸収係数・CEC）、総合分析（一般分析＋窒素・ホウ素・銅・亜鉛・マンガン）、堆肥

分析（PH・EC・窒素・炭素・C ／ N 比）、窒素分析（加給態窒素・硝酸態窒素）、その他

があり、農業者の必要に応じて分析します。

② 分析結果は、土壌診断表により、コメントを付けお返しています。大切な事は、肥料を購

入する前に土壌診断を早めにすることです。よく耳にすることですが「もう肥料は購入し

てしまったしな」これでは土壌診断の有効活用が半減することになります。

＊詳しい相談・資料は振興センター、名寄支所・智恵文支所の営農課に問い合わせください。

農業者のサンプル持ち込み 分析結果の施肥設計指導

名寄市農業振興センターからのお知らせ
所長：名尾 晴男
住所：名寄市風連町緑町396番地2
TEL：01655-3-2258 FAX：01655-3-2445

土壌分析・診断に大忙し
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農林水産省からのお知らせ

消費者に販売されるすべての飲食料品のうち、生鮮食品については原産地等の表示が、加工食品につ
いては原材料名等の表示が義務付けられています。

食品の表示は、消費者と生産者をつなぐ重要な情報源です。

有機ＪＡＳマークがなければ有機表示はできません

・ 名 称

・ 原産地

具体的な表示例

国産品にあっては都道府県名を記載します。

（市町村名やその他一般に知られている地名も可）

必要 事 項

貼り紙による表示

表示は、容器や包装の見や

すい箇所、または商品に近

接した箇所に表示します。

値札に表示することもでき

ます。

・ 名称 ・ 原産地

・ 内容量

・ 販売者の氏名及び住所が必要

包装された豆類の場合
表示例

北海道産

生鮮 農産 物 の 表 示

有機 農産 物 の 表 示

・小豆 ・北海道産

・内容量 ○○○グラム

・販売者 農林太郎

・住 所 北海道○○市○○町○○番地

包装面に表示

有機ＪＡＳマーク

がないと有機表示
はダメ

立て札による表示

「トマト」や「大根」など一般的な名称を記載します。

はくさい

○○産○○産 ○○産

キャベツ
レタス

有機ＪＡＳマーク

「有機ＪＡＳマーク」を付けるには、第三

者機関である登録認定機関の認定を受

けることが必要です
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包装されたお米を消費者に販売する際、ＪＡＳ法に基づいた品質表示が必要です。

名 称

産地 品種 産年
単一原料米

北海道産 ななつぼし ○○年産

内 容 量

精米年月日

農林 太郎

名 称

産地 品種 産年 使用割合

国内産 １０割

内 容 量

精米年月日

また、生鮮食品に近い品目と個別に定められた品目については、原料原産地名の表示が必要です。

農産物漬物、みそ、ジャム類、トマト加工品など５０品目について、個別に品質表示基準が定められています。

また、商品の内容によって必要な記載事項がありますので、詳細はお問い合わせ下さい。

原料玄米 未検査米

○○ｋｇ

平成○○年○○月○○日

販 売 者

農林 太郎

平成○○年○○月○○日

販 売 者 北海道○○市○○町○－○－○

TEL ○○○（○○○）○○○○

精 米

加工食品のうち、パックや缶、袋などに包装されているものには、下記６項目の表示が必要です。

北海道○○市○○町○－○－○

TEL ○○○（○○○）○○○○

○○ｋｇ

精 米

原料玄米

玄 米 ・ 精 米 の 表 示

平成２１年１月 お米の表示方法が変わりました。

「産地、品種及び産年が同一であり、かつ、産地、品種及び産年が証明されたもの」

単一原料米を使用した場合

玄米の場合には「玄米」、もち精米の場合には「もち精米」と

記載します。

単一原料米と記載し、その産地、品種及び産年を併記します。

玄米の場合は項目名を「調製年月日」にし、調製した日を記載しま

す。

未検査米を使用した場合

検査証明を受けていない旨（「未検査米」などの

記載）に加え、国産品であることと使用割合を

「割」で記載します。

※ 産地・品種・産年は記載できません。

一括表示欄以外

北

海

道

な

な

つ

ぼ

し
検査証明を受けていない場合には、一括表示欄以外（デザイン面）にも産

地・品種・産年は記載できません。

ＪＡＳ法に基づく加工食品の表示

お問い合わせ先 ： 北海道農政事務所地域第十課 表示・規格担当

士別市東４条２丁目７－２ 電話 ０１６５ - ２２ - ３１４３
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～家族経営協定で経営の充実と発展を～

名寄市では平成１９年度から３年間の計画で「名寄市家族の樹
づくりプロジェクト」に取り組んでいます。
プロジェクトでは「－３Ｋ（きたない・きつい・暗い）」から「＋３Ｋ（経営の発展・
後継者の育成・快適な暮らし）」をスローガンに家族経営協定の推進を目的として活動を
行っています。

１ 平成２０年度の主な活動内容

(1)各研修会等の開催

家族経営協定フォローア 名寄市家族の樹づくり研修 平成20年度家族経営協
ップ研修会 会 定調印式

日 時 平成20年7月4日 平成20年12月2日 平成21年2月25日

場 所 名寄市役所風連庁舎 名寄市風連福祉センター 名寄市風連庁舎

内 容 平成19年度に締結した 富良野市藤野啓一郎氏に 島市長、ＪＡ道北な
３家族が参加して、締結 よる締結事例報告、参加者 よろ種田専務、菅原農
しての感想や周囲の反 が５ｸﾞﾙｰﾌﾟに分かれて家族 業改良普及センター支
応、困っている事等活発 経営協定書作成体験と作成 所長、泉谷農業委員会
な意見交換が行われまし した協定内容の報告が行わ 会長が立会し、７家族
た。 れました。 が調印されました。

特に作成体験に参加され
た方から、「家族経営協定
が身近に感じられた」「い
ろいろな話ができて楽しか
った」などの意見が寄せら
れました。

(2) 家族経営協定推進巡回
プロジェクトメンバーが３班に分かれて、地域のリーダ的な方々に家族経営協定推
進や具体的な締結支援のために巡回を行いました。
(3) 研修会記録誌及び家族経営協定推進リーフレットの発行
平成１９年度･平成２０年度の研修会記録誌を作成し、研修会参加者等に配布しま
した。
また、リーフレットは５月・９月・１月にＪＡだよりに折り込んで発行しました。

２ 平成２１年度の活動予定

(1) 家族経営協定推進リーフレット発行
ＪＡだより発行時（５月、９月、１月）に合わせ
て折り込みで発行予定
(2) フォローアップ研修会開催
家族経営協定調印者を対象にした研修・交流会

(3) 家族の樹づくりプロジェクト研修会開催
研修内容の冊子化も予定

(4) 調印式の開催

今年度は以上のような活動を計画していますが、具体的な事が決まりましたら、随
時ご案内をしますので、多くの皆さんのご参加をお待ちしております。



広報ＪＡ道北なよろ

３ 家族経営協定の進め方と協定書の事例紹介

(1) 家族経営協定の進め方

文面もタイトルもオリジナルで

(2) 将来の目標を話し合うポイント

(3) 家族経営協定書（立会人がいる場合）の事例紹介

名寄市家族の樹づくりプロジェクト

名寄市農業委員会（事務局） 名寄市役所農務課農政係
ＪＡ道北なよろ 上川農業改良普及センター名寄支所

将来の目標・
締結内容を話
し合う

今回締結する内
容や将来の方針
等に合意

家
族
経
営
協
定
書
作
成

定
期
的
に
見
直
し
改
訂

一年に一回は締結者全員で内容の見直しを行いましょう！

名寄家の家族経営協定書 ◇休日
月２回程度とするが、話し合いによって決める。

経 営 目 標
その他

農産収入を上げて、暮らしを豊にする！！ ◇作業計画、進捗状況は食事の際に確認する。
◇１年に１回は健康診断を受け健康管理に努める。
◇この協定は毎年見直しを行い、随時善処する。

家族構成 経営主 名寄 餅男
妻 名寄 米子 平成 年 月 日

役割分担 住所 名寄市

氏 名 営 農 家事など 給 与 氏名 名寄 餅男 印

餅 男 農作業全般 家事の補佐 ○○円
名寄 米子 印

米 子 農作業の補佐 家事全般 ○○円
立会人

名寄市長 印
給与の使途内訳
◇給与で充当するのは、食費・被服費・交際費とす
る。その他は経営主が負担する。 ＪＡ道北なよろ組合長 印

就業時間と休日について
◇就業時間 上川農業改良普及ｾﾝﾀｰ名寄支所長
基本的には７時～１８時とするが、農繁期は各 印
々の作業状況によって判断する。
◇休憩 名寄市農業委員会会長 印
午前、午後各15分、お昼休みは１時間とする。

経営･生活の
実態把握

将来計画の策定

・経営改善計画書
・長期営農計画、
生活設計

計画実現の手立て
検討
・家族員の経営参画
・家族経営協定

経営･生活の
充実発展
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北電から「事故防止」のお願い

北海道電力では、巡視や立会などを行い電気事故の未然防止に努めておりますが、近年、農耕

機械、薬剤散布用無人ヘリ、農業用保温資材等の送電線への接近・接触による事故が毎年のよう

に発生しております。

農耕地等を通過している送電線は裸電線で、２万２千ボルトから１８万７千ボルトの非常に高

い電圧で電気を送っているため、近づきすぎたり触れたりしますと、停電や電線の断線などの事

故が発生し、社会的な影響はもとより、感電による人身災害に発展する恐れがあります。

人命尊重の立場から、送電線付近において農耕機械・無人ヘリ・農業用保温資材等を使用する

場合は周囲や上部の状況にも十分な注意をして頂き、電気事故の未然防止に特段のご理解とご協

力をお願い致します。

なお、北海道電力では無料で立会を行い、送電線との安全距離等について打合せをさせて頂い

ておりますので、送電線付近で作業がある場合は、下記事業所または最寄りの北電までお気軽に

ご連絡下さい。

《 連絡先 北海道電力（株）名寄電力センター 送電課 電話 01654－ 2－ 4515》

電 線 と の 安 全 距 離

添付のパンフレットを挿入

種 類 電線路の電圧（Ｖ） 安全距離（ｍ）

配 電 線 6,600ボルト以下 3ｍ 以上

送 電 線 22,000ボルト 3ｍ 以上

33,000ボルト 3ｍ 以上

66,000ボルト 4ｍ 以上

110,000ボルト 5ｍ 以上

187,000ボルト 7ｍ 以上

275,000ボルト 10 m 以上

願います。

安全距離とは？

目測などの誤差を考慮して、少し

余裕を見込んだ電線と農耕機械等

の離隔距離です。
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風連給油所 ℡０１６５５－３－２２０９
智 恵 文 給 油 所 ℡０１６５４－８－２１１１
ホクレン名寄セルフ給油所 ℡０１６５４－３－６１５１
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このコーナーでは食に関する簡単なクイズ

（雑学）を紹介していきます。

Q１．イネの花が咲いているのは、たったの2時間くらい。ウソ？ホント？

Q２．コンビニでおにぎりの価格は１００円以上ですが、では家庭で作るといくら？

Q３．日本の食糧自給率は？

A１．イネの花は約2時間で閉じてしまいます。7月～8月、穂が出

たばかりで緑色の若いモミがイネの花です。この若いモミが

開いて、おしべが出るときが、イネの花の咲く瞬間。受粉が

終わると、約2時間で閉じてしまいます。

A２．食に対する志向は、年齢別で多様化しています。農林漁業金融公庫の食の志向についての調査によると、年

齢の高い人は「原産地（国産品）」や「原材料（添加物など）」を重視する割合が高い一方、若い人は「価格」

を優先する傾向が出ました。また昨今の経済不況のなか、

多くの国民が節約ということで、まずは食費を切り詰める

傾向があるとこのことです。あまり食費をかけたくないと

思う一方、健康的で美味しくなくてはいけません。例えば、

茶碗１杯のご飯は、約１杯24円※注です。一方、パンを

買った場合、例えばあんぱん１個は95円です。また、お

にぎり１個を外で買った場合122円で、家でご飯を炊い

た茶椀１杯を自分でおにぎりにすれば原料代は24円程度

で済みます。健康のためにも、家計のためにも、家で料理

をしていくことは賢い生活術ではないでしょうか。

※ご飯１杯を米６５グラムで換算した場合です。

A３．日本の2007年度の食料自給率は、カロリーベースで40％です。この数値は、主要先進国で

最低の水準であり、日本にとって危機的な状況にあるといえます。例えば、ハンバーグセッ

トを例に挙げても、国内の自給率は、肉類、添えた野菜も国内で全部生産できている食材は

ないのです。肉類も家畜の飼料まで国産であるとすれば、10％以下になってしまいます。こ

れは飼料として使われる穀物の多くを海外からの輸入に頼っているためです。私たち日本人

が安ければいい、便利だからという行動を続け、日本で作った食べ物を日本人が食べると言

う当たり前のことを忘れてしまった結果が40％という状況になった今、日本の「食」と「農」

の未来を元気にするため、私たち一人ひとりが、まずは自分にできることから始めてみましょう。
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フレッシュ！！

平成２１年度新入職員紹介

平成２１年度新たに採用されました５名の職員

を紹介します。これから一人前の社会人として成

長できるよう職員一同サポートしてまいりますの

で、組合員の皆様からも温かいご支援、ご指導頂

けますよう宜しくお願いいたします。

①所属 ④出身地

②生年月日 ⑤趣味

③最終学歴 ⑥特技

出原 大地（２４歳） ①名寄支所畜産課畜産係

②S６０．４．１２

③ＪＡカレッジ

④士別市

⑤スポーツ・音楽

⑥スノーボード

名寄支所畜産課畜産係に配属になりました、出原大地です。組合

員の皆様の顔と名前を覚え、自分自身も皆様に顔と名前を覚えても

らえるように「はつらつ」とした職員を目指して頑張ります。

過去に牧場で働いていた経験があるので、それを多少なりとも活か

す事ができればと思っています。また、一日も早く仕事を覚えて皆

様の役に立てる職員になれるように頑張りたいと思っています。

よろしくお願い致します。

松川 慎太郎（24歳） ①金融共済部共済課（本所）

②S60．４．２５

③JAカレッジ

④稚内市

⑤読書

⑥水泳

４月１日に金融共済部に配属されました、松川慎太郎と申します。

出身地は、ここ名寄より北に向かって２時間半の場所にある最北の市、稚内

です。

稚内は港町、そして酪農地帯です。そのため、名寄市の雄大な稲作、畑作の

風景がとても新鮮に感じられます。

入組し共済課に配属されて、早いもので１か月以上が経過しました。伝票の

起こし方、設計書や申込書の作成の仕方、事故処理の方法など数多くの業務を

覚える事に四苦八苦し、間違いをし迷惑をかけ、反省する日々です。

そんな私に対し、上司を初めとした共済課の皆様はご多忙にも関わらず、手

取り足取りご指導して下さいます。

今後は少しでも組合員の皆様の助けになれるよう、そして名寄市の農業の発

展に貢献できるように日々精進していく所存です。

弱輩者ですが、よろしくお願い致します。

畠山 沙己（１８歳） ①総務部総務課総務係（本所）

②H2．１２．１３

③士別翔雲高等学校

④士別市

⑤読書・ゲーム

⑥早寝

このたび、４月１日付で本所総務課総務係に配属になりました畠

山沙己と申します。

仕事をはじめて、一か月が経ちましたがまだまだ分からないこと

が多く、先輩方にご迷惑をかけ続けている毎日です。

今後は部署や皆様方の名前を一日でも早く覚え、組合員の皆様の

お電話などを正確に、お待たせする事なく取り次ぐ事ができるよう

に努力したいと思います。

まだまだ未熟な私ですが、早く仕事を覚えて、お役に立てるよう

頑張って参りますので、よろしくお願い致します。

大久保 杏菜（18歳） ①名寄支所総務課金融係

②H３．１．２１

③名寄光凌高等学校

④風連町

⑤貯金（笑）

⑥ソフトテニス、スキー

初めまして。名寄支所総務課金融係に配属になりました元気だけ

が取り柄の大久保杏菜です。

初めは不安でいっぱいでしたが、先輩方も皆良い人ばかりで職場

の雰囲気もとても良く、毎日楽しくお仕事させて頂いています。

お金を扱う部署なのでとても神経を使いますが、もともと接客が

好きなので窓口でお仕事できてとても嬉しく思っています。まだま

だ仕事は完璧ではありませんが一日でも早く覚えて、組合員の皆さ

んのお役に立てるような立派な職員になりたいです。

いつでも笑顔を絶やさず農協職員としての自覚を持ち、一日一日

精一杯頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。

宮本 千鶴（18歳） ①購買部購買課生活係

②H2．１２．２９

③風連高等学校

④風連町日進

⑤音楽鑑賞

⑥バドミントン

今年度から、ＪＡ道北なよろ購買部購買課生活係に配属になりま

した宮本です。私は、農協という職について農家の事、地域のこと

をたくさん知っていきたいと思います。

購買課という所属について、まだまだ分からないことがあるので、

たくさんの人に教えてもらい学んでいきたいと思います。早くこの

仕事に慣れ、組合員の皆様の顔と名前を覚えられるように頑張りた

いと思います。

農協の職員の方々と協力し合い、皆様のためにより良い農協にし

たいと思いますので、よろしくお願い致します。



広報ＪＡ道北なよろ

理
事
会
の
経
過

第
十
二
回
理
事
会

開
催
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１月２０日・・・第１０回総務委員会
２２日・・・第１１回営農委員会
２７日・・・第８回購買委員会
２７日・・・第１１回総務委員会
２９日・・・第１３回定例理事会
３０日～３１日
・・・決算棚卸監査

２月 １日・・・決算棚卸監査
１３日・・・第１回経営改善対策特

別委員会
１９日・・・第１回総務委員会
２０日・・・第１回定例理事会
２３日～２７日
・・・全国監査機構期末監査

３月 ３日・・・第１回購買委員会
１２日～１９日
・・・決算監査

１６日・・・第２回購買委員会
１６日・・・第１回営農委員会
１９日・・・第２回総務委員会
２４日・・・第２回定例理事会
３１日・・・第２回経営改善対策

特別委員会
４月 ４日～ ９日

・・・地区別懇談会
１３日・・・第２回営農委員会
１４日・・・第３回総務委員会
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に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

九
、
役
員
候
補
者
（
全
域
）
の
選
出
に
つ

い
て
提
案
通
り
決
定

第
二
回
理
事
会

開
催
日

三
月
二
十
四
日

一
、
平
成
二
十
年
度
決
算
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
平
成
二
十
年
度
決
算
監
査
に
つ
い
て

監
事
会
報
告
通
り
決
定

三
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構
の
期
末
監
査
結

果
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
積
立
金
要
領
の

設
定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
第
四
回
通
常
総
代
会
の
開
催
に
つ
い

て

提
案
通
り
決
定

六
、
定
款
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い

て

提
案
通
り
決
定

七
、
役
員
退
任
慰
労
金
支
給
規
程
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

八
、
職
制
規
程
及
び
規
程
類
管
理
規
程
並

び
に
経
理
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

九
、
外
務
員
の
服
務
規
程
の
一
部
改
正
に

つ
い
て提
案
通
り
決
定

十
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
苦
情
等
対
応
要
領
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
一
、
自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
二
、
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
貸
付
）

に
つ
い
て
提
案
通
り
決
定

十
三
、
平
成
二
十
一
年
度
の
余
裕
金
運
用

に
つ
い
て
提
案
通
り
決
定

十
四
、
平
成
二
十
一
年
度
固
定
資
産
の
取

得
及
び
処
分
計
画
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定
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退

職

十
五
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
交
付
金
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
六
、
青
果
関
係
施
設
の
利
用
料
の
設
定

に
つ
い
て
提
案
通
り
決
定

十
七
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
推
進
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
八
、
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

十
九
、
平
成
二
十
一
年
度
役
員
報
酬
額
に

つ
い
て提
案
通
り
決
定

二
十
、
平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画
の
設

定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
十
一
、
第
四
回
通
常
総
代
会
参
考
書
類

（
議
案
の
概
要
）
の
記
載
事
項
に
つ
い

て

提
案
通
り
決
定

二
十
二
、
議
決
権
行
使
書
面
の
行
使
権
限

及
び
行
使
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
に

つ
い
て提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
名
寄
給
油
所
の
営
業
時
間
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
Ａ
コ
ー
プ
購
買
券
の
取
扱
い
に
つ
い

て

提
案
通
り
決
定

四
、
十
七
号
農
業
倉
庫
の
壁
面
修
繕
に
つ

い
て
提
案
通
り
決
定

第
三
回
理
事
会

開
催
日

四
月
十
四
日

一
、
平
成
二
十
一
年
度
信
用
の
供
与
等
に

係
る
限
度
額
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

二
、
平
成
二
十
一
年
度
理
事
に
対
す
る
貯

金
担
保
貸
付
金
及
び
共
済
担
保
貸
付
金

の
包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

三
、
四
、
０
０
０
万
円
越
の
信
用
供
与
等

に
係
る
承
認
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

四
、
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支

援
交
付
金
事
業
に
係
る
競
争
見
積
業
者

の
選
定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

五
、
智
恵
文
支
所
九
号
倉
庫
床
舗
装
及
び

馬
鈴
薯
貯
蔵
施
設
前
舗
装
工
事
に
係
る

指
名
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

協
議
事
項

一
、
地
区
別
懇
談
会
の
要
望
・
意
見
に
つ

い
て
提
案
通
り
決
定

二
、
組
織
機
構
図
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

臨
時
理
事
会

開
催
日

四
月
二
十
八
日

一
、
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

審
議
し
決
定

二
、
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て

審
議
し
決
定

三
、
専
務
の
選
任
に
つ
い
て

審
議
し
決
定

四
、
常
務
（
信
用
担
当
）
の
選
任
に
つ
い

て

審
議
し
決
定

五
、
参
事
の
解
任
及
び
選
任
に
つ
い
て

審
議
し
決
定

六
、
各
委
員
会
構
成
及
び
委
員
長
の
決
定

に
つ
い
て
審
議
し
決
定

七
、
種
馬
鈴
薯
安
定
基
金
委
員
会
委
員
の

選
出
に
つ
い
て

審
議
し
決
定

八
、
理
事
の
順
位
に
つ
い
て

審
議
し
決
定

九
、
役
員
報
酬
額
の
配
分
等
に
つ
い
て

審
議
し
決
定

十
、
名
寄
市
農
業
委
員
会
委
員
の
選
出
に

つ
い
て審
議
し
決
定

十
一
、
各
種
協
議
会
等
の
委
員
の
選
出
に

つ
い
て審
議
し
決
定

十
二
、
上
川
北
部
農
協
合
理
化
澱
粉
工
場

運
営
委
員
及
び
総
会
代
表
理
事
の
選
出

に
つ
い
て
審
議
し
決
定

十
三
、
総
代
選
挙
の
実
施
及
び
選
挙
管
理

者
等
の
委
嘱
に
つ
い
て

提
案
通
り
決
定

小
池

晴
行

平
成

年
３
月

日

21

31

智
恵
文
支
所
支
所
長

丹
羽

忠
雄

平
成

年
３
月

日

21

31

農
畜
産
部
部
長

佐
藤

安
功

平
成

年
３
月

日

21

31

総
務
部
総
務
課
調
査
役

木
下

洋
一
郎

平
成

年
３
月

日

21

31

智
恵
文
支
所
営
農
課
農
畜
産
係

齋
藤

弘
美

平
成

年
３
月

日

21

31

青
果
部
青
果
課
青
果
係

坂
本

悟

平
成

年
４
月

日

21

30

参
事

林

昭
博

平
成

年
４
月

日

21

30

智
恵
文
支
所
総
務
課
総
務
係
係
長
兼

金
融
共
済
係
係
長

吉
田

俊
治

平
成

年
４
月

日

21

30

監
査
室
審
査
役(

嘱
託)

こ
の
度
、
４
月

日
付
け
を
も
ち
ま
し

30

て
定
年
退
職
致
し
ま
し
た
。

在
職
中
は
、
組
合
員
皆
様
か
ら
公
私
に

わ
た
り
温
か
い
ご
指
導
と
ご
厚
情
を
賜
り

職
責
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

に
対
し
心
か
ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

参

事

坂

本

悟

退
職
の
ご
挨
拶

今
後
と
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
皆
様

の
ご
健
勝
と
、
豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
お
礼
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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答
え
の
分
か
っ
た
方
は
、
本
誌
に
添
付
さ
れ
た

ハ
ガ
キ
に
答
え
を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
〇
一
六
五
五
ー
三
ー
四
〇
三
七

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
に
よ
り
五
名
様
に
『
Ａ
コ

ー
プ
商
品
券
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。

多
数
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

応
募
締
切
＝
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日
消
印
有
効

出題 廣済堂あかつき株式会社
「クロスワードハウス」より

タ
テ
の
キ
ー

解答欄
答えはＡ～Ｋです。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ

６
テ
ニ
ス
に
使
う
○
○
○
○
の
語
源

は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
手
の
ひ
ら

７
暑
く
て
○
○
○
が
し
た
ら
熱
中
症

の
疑
い

９
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
○
○
と
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
の
面
積
は
同
じ

歌
舞
伎
で
は
波
の
○
○
を
太
鼓
で

10
表
す
『
か
ち
か
ち
山
』
で
は
悪
役
、
皇

12
居
で
は
天
皇
陛
下
の
研
究
対
象

２
時
間
ド
ラ
マ
の
女
王
、
片
平
○

14
○
○
は
７
月
生
ま
れ

Ｔ
Ｄ
Ｌ
の
○
○
○
の
海
賊
に
ジ
ャ

16
ッ
ク
・
ス
パ
ロ
ウ
船
長
が
登
場
し

た
の
は
二
〇
〇
七
年
夏

夏
休
み
の
ハ
ワ
イ
○
○
○
の
定
番

18
は
、
マ
カ
デ
ミ
ア
ナ
ッ
ツ
チ
ョ
コ

ド
ラ
イ
ブ
に
欠
か
せ
な
い
○
○
○

19
○
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
は
核
ミ
サ
イ
ル
誘
導

の
た
め
に
作
ら
れ
た

ダ
イ
ビ
ン
グ
に
使
う
○
○
○
○
○

20
○
は
、
製
品
を
作
っ
て
い
る
会
社

の
名
前

花
火
大
会
を
彩
る
、
○
○
○
花
火

22
が
開
発
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代

『
夏
の
記
憶
』
は
○
○
た
か
子
の

24
ヒ
ッ
ト
曲

川
端
東
成
の
『
○
○
の
踊
子
』
は

26
６
回
映
画
化

夏
山
征
服
は
男
の
○
○
○
だ
！

28
缶
ビ
ー
ル
の
賞
味
○
○
○
は
製
造

30
か
ら
８
ヵ
月

○
○
○
○
は
日
本
で
は
ジ
ュ
ー
ス

32
を
作
る
も
の
、
ア
メ
リ
カ
で
は
泡

立
て
器

妖
怪
○
○
○
わ
ら
し
の
本
場
は
岩

34
手
県
ド
ナ
ル
ド
・
ダ
ッ
ク
の
ミ
ド
ル
ネ
ー

36
ム
「
フ
ォ
ン
ト
ル
ロ
イ
」
は
、
バ
ー

１
鷲
宮
神
社
の
祭
礼
で
は
「
ら
き
☆

す
た
」
の
○
○
○
も
担
が
れ
た

２
○
○
○
○
の
中
の
塩
分
は
３
・
４
％

３
南
半
球
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
は
○
○

の
行
事

４
夏
は
冷
た
い
○
○
○
○
で
ピ
ロ
リ

菌
に
感
染
す
る
こ
と
も
あ
る

５
タ
ニ
シ
と
○
○
は
食
べ
合
わ
せ
が

悪
い

ネ
ッ
ト
の
こ
の
名
作
に
登
場
す
る
セ

ド
リ
ッ
ク
の
貴
族
名
に
ち
な
む

日
本
で
は
七
色
の
○
○
が
ド
イ
ツ

38
で
は
五
色

銀
座
の
ビ
ル
の
屋
上
で
、
○
○
○

40
○
を
飼
育
し
て
と
っ
た
蜂
蜜
が
あ
る

フ
ラ
ン
ス
語
で
肯
定
は
○
○
、
否

41
定
は
ノ
ン

絽
や
紗
は
夏
用
の
○
○
○

43
七
夕
の
織
姫
が
得
意
な
こ
と

45
手
塚
治
虫
の
『
○
○
○
の
騎
士
』

47
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
、
サ
フ
ァ
イ

ア
を
演
じ
た
の
は
高
橋
愛

○
○
○
十
字
星
の
沖
縄
で
の
呼
び

49
名
は
「
は
い
む
る
ぶ
し
」

『
水
戸
黄
門
』
の
由
美
か
お
る
の

51
入
浴
○
○
○
は
、

年
連
続

23

二
卵
性
双
生
児
と
思
わ
れ
て
い
た

53
三
倉
茉
奈
、
○
○
姉
妹
は
実
は
一

卵
性
セ
ピ
ア
色
は
○
○
の
墨
の
色

55
南
か
ら
吹
く
○
○
の
沖
縄
で
の
呼

56
び
名
は
「
は
え
」

１ ２

Ｉ

３

Ｇ

４ ５ ５ ６ ７

８ ９ ９ １０ １０

１１ １２ １４

Ｆ

１３ １４ １５ １６

Ｋ
１７ １８ １８

Ｅ

１９ １９

２０

Ｋ

２１ ２２ ２４ ２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０ ３１ ３２

Ｄ

２９

３３ ３４ ３５ ３６ ３７ ３８

３９

Ｊ

４０ ４１

Ａ

４２ ４３

４３ ４４ ４５

Ｆ

４６ ４７ ４７

４８ ４９ ４９ ５０ ５１ ５２ ５１

Ｃ
５３ ５２ ５３ ５４ ５５ ５６ ５７

５７

Ｂ

５８ ６２ ５９

Ｈ

ヨ
コ
の
キ
ー

１
○
○
○
の
仲
間
の
ハ
ッ
サ
ク
は
八

月
一
日
と
い
う
意
味

３
博
物
館
が
舞
台
の
コ
メ
デ
ィ
『
○

○
○
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
２
』
を
公
開

５
蚕
の
豆
と
書
く
○
○
○
○
は
体
質

に
よ
っ
て
中
毒
す
る

８
ピ
ン
キ
ー
と
キ
ラ
ー
ズ
の
『
○
○

の
季
節
』
の
舞
台
は
海

９
○
○
○
と
温
度
が
高
い
と
不
快
指

数
が
上
が
る

ナ
ム
コ
ナ
ン
ジ
ャ
タ
ウ
ン
の
○
○

10
○
屋
敷
の
名
前
は
地
獄
旅
館

■最近のテレビはクイズや雑学の番組が増えてひそかなブームとなっています。
そこで雑学を一つ。「アイスクリームの賞味期限」は－１８℃以下に保たれれ
ば無期限なんです・・・・・知ってました？
Ａ～Ｋを拾うと答えが現れます！
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フ
ユ
ニ
ハ
フ
ユ
ノ
タ
ノ
シ
ミ

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
次
の
五

名
の
方
に
商
品
券
を
贈
り
ま
す
。

（
敬
省
略
）

谷
内

文
子

（
風
連
）

吉
田

恩
子

（
風
連
）

干
場

ツ
ヤ
子
（
風
連
）

中
村

洋
子

（
名
寄
）

大
沼

正
一

（
風
連
）

こ
の
冬
は
い
つ
に
な
く
暖
か
い

日
が
続
き
と
て
も
過
ご
し
や
す

い
で
す
ね
。
で
も
、
油
断
し
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
か
か
ら

な
い
様
、
う
が
い
手
洗
い
を
忘

れ
ず
に
！
風
連
町

青
木

ま
ち
子

☆
海
外
で
は
豚
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
新
型
が
猛
威
を
ふ
る
い
、

日
本
で
も
冬
に
流
行
る
は
ず
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ま
だ
流
行

っ
て
る
よ
う
な
の
で
気
を
付
け

て
下
さ
い
。

一
度
に
分
ら
な
く
て
も
何
回
も

解
い
て
る
内
に
何
と
か
答
え
が

出
ま
す
。
良
い
頭
の
体
操
で
す

年
寄
り
に
良
い
体
操
で
す
。
又

次
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

名
寄
市

和
田

千
代

前
回
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

パ
ズ
ル
の
答
え

☆
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
次
が
楽

し
み
と
い
う
お
言
葉
を
頂
い
て

お
り
ま
す
。
頑
張
り
ま
す
！

初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
毎
年
冬
に
な
る
と
メ
タ
ボ

が
気
に
な
り
、
犬
と
猫
と
一
緒

に
散
歩
す
る
の
が
楽
し
み
で
す

風
連
町

中
川

絹
子

☆
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
は
怖
い
で
す

が
甘
い
も
の
に
勝
て
な
い
の
も

ま
た
事
実
…
。
夏
の
間
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！

楽
し
い
ク
ロ
ス
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
は
丑
年
。
押

し
ま
く
り
ま
す
。

智
恵
文

斎
藤

薫

☆
も
っ
と
牛
乳
を
！
ド
ン
ド
ン

押
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

女
性
部
の
写
真
が
表
紙
に
出
て

ビ
ッ
ク
リ
！
先
に
言
っ
て
よ
～

で
も
楽
し
か
っ
た
し
、
良
い
温

泉
で
し
た
。

名
寄
市

高
橋

八
千
代

☆
写
真
を
見
て
、
す
ご
く
良
い

写
真
だ
な
と
思
い
、
す
ぐ
採
用

を
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
♪

我
が
家
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
！
収

穫
を
終
え
家
族
で
歌
志
内
温
泉

へ
。
少
し
ず
つ
ひ
ら
が
な
が
読

め
る
よ
う
に
な
っ
た
孫
が
温
泉

か
ら
出
て
き
て
一
言
「
う
た
し

な
い
っ
て
書
い
て
あ
る
の
に
パ

パ
は
温
泉
で
歌
し
て
た
ん
だ
よ

ダ
メ
だ
よ
ね
～
」
と
…
・
家
族

皆
で
大
笑
い
し
ま
し
た
（
笑
）

名
寄
市

村
上

政
代

☆
投
稿
を
読
ん
で
て
凄
く
温
か

い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
♪

次
回
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

修
道
女
へ
の
呼
び
か
け
は
、
姉
妹

11
と
い
う
意
味
の
○
○
○
○

客
船
の
着
く
○
○
○
は
国
土
交
通

13
省
、
漁
港
は
農
林
水
産
省
の
所
管

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
『
ガ
キ
の
○
○

15
○
や
あ
ら
へ
ん
で

』
は
今
年

!!

20

周
年
○
○
は
体
温
調
節
の
汗
腺
が
肉
球

17
に
し
か
な
い
の
で
夏
は
暑
い

二
〇
〇
九
年
の
○
○
○
は
ピ
ン
ク

13
が
流
行

○
○
○
線
香
の
渦
巻
き
の
長
さ
は

19

セ
ン
チ
以
上

70Ｓ
Ｌ
は
蒸
気
で
走
る
○
○
○
の
こ

21
と○
○
○
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
一
等
賞

23
金
は
二
億
円

遊
泳
可
能
エ
リ
ア
を
示
す
○
○
の

25
向
こ
う
で
は
泳
が
な
い

日
焼
け
し
た
肌
の
色
？

27
宝
塚
○
○
○
月
組
の
こ
の
夏
の
公

29
演
は
『
エ
リ
ザ
ベ
ー
ト
』

地
震
や
海
底
火
山
で
起
き
る
こ
の

31
波
は
、
国
際
語
化
し
て
い
る

米
こ
う
じ
か
ら
作
る
甘
い
こ
れ
は

33
も
と
も
と
夏
の
飲
み
物

二
〇
〇
九
年
六
月
二
一
日
は
一
番

35
昼
の
長
い
こ
の
日

布
地
の
少
な
い
こ
の
水
着
の
名
前

37
は
水
爆
実
験
場
に
由
来

数
の
子
は
生
物
学
的
に
い
え
ば
こ

39
れ静
岡
の
○
○
○
○
、
『
ち
や
っ
き

40
り
節
』
が
で
き
た
の
は
昭
和
二
年

天
井
○
○
○
と
は
舞
台
か
ら
遠
い

42
安
い
席
の
こ
と

キ
ャ
ン
プ
用
ラ
ン
タ
ン
の
燃
料

44
は
、
○
○
○
性
の
高
い
ガ
ソ
リ
ン

バ
イ
ク
で
前
輪
を
浮
か
せ
て
走
る

46

の
は
○
○
○
○
、
一
瞬
だ
け
浮
か

せ
る
の
は
ノ
ー
ズ
リ
フ
ト

か
む
お
菓
子
の
○
○
は
、
歯
を
強

48
く
す
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た

ピ
ザ
に
○
○
○
○
の
よ
う
な
ペ
ッ

50
パ
ー
ソ
ー
ス
を
使
う
の
は
日
本
式

七
夕
に
使
う
笹
の
茎
の
部
分
の
呼

51
び
名
マ
ク
ロ
の
○
○
○
○
は
三
枚
に
下

52
ろ
し
た
真
ん
中
の
部
分

車
の
方
向
指
示
器
の
○
○
○
○
○

54
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
ブ
リ
ン
ガ
ー

と
い
う

海
岸
で
聞
こ
え
る
○
○
○
○
は
、

57
波
に
巻
き
込
ま
れ
た
空
気
の
音

ト
ド
は
こ
の
海
獣
の
仲
間

58
株
式
用
語
の
「
前
場
」
の
読
み
方

59
は
「
ま
え
ば
」
で
は
な
く
○
○
○



広報ＪＡ道北なよろ

夜間・休日の自動車事故の連絡先について

ＪＡの営業時間外に自動車事故等が発生した場合は、基本

ＪＡ共済事故受付センター（フリーダイヤル ０１２０－２５８－９
ジ コハ ク

３１）へご連絡いただいておりますが、緊急を要する場合で共済
ミアイ

担当者に連絡をとりたい時の連絡先を下記のとおりお知らせし

ます。

０９０－１６４６－９９３８

０９０－３１１１－１５３８

また、夜間・休日現場急行サービスについてはＪＡ共済事故受付センターへ連絡いただいた事故でお客
様が現場急行をご希望された場合に、民間の警備保障会社の対応員が事故現場に急行します。
なお、現場急行サービスの内容については下記の制限もありますので、ご了承願います。

※ 現場急行サービスの受付時間は平日：１７時～２３時、土日祝：８時～２３時です。

※ 原則として、対応員の出動拠点から事故現場まで３０分程度で到着できることが条件となります。

ただし高速道路上は対象外となります。

お問い合わせは各ＪＡ共済窓口まで

本所：０１６５５－３－２５２１ 名寄：０１６５４－２－４５３１ 智恵文：０１６５４－８－２１１１

ＪＡ自動車共済からのお知らせ



広報ＪＡ道北なよろ

人身傷害保障特約はお客様とご家族への保障を最優先に考えた特約です。。

人身傷害保障特約なら・・・

で、気になる掛金は・・・
ご契約例）一般用自動車共済・農耕作業用小型特殊自動車・期間12ヶ月・

対物超過修理費用保障特約付

トラクターなら

差額１３，１７０円 の上乗せでグレードアップ！

ご継続契約（11等級）現在のご契約（10等級）

無制限

⇒

無制限
対人・対物賠償
対物免責0万円

死亡1,000万円

部位・症状別倍額払特約あり

死亡1,000万円

治療5,000円
搭乗者傷害特約

5,000万円プラスなし
人身傷害保障特約
被共済者限定特則なし

18,３３0円／年プラス １３,１７０円/年５,１６0円／年掛金（一時払）

農作業中のご家族との事故も保障します

ご契約のトラクターでの農作業中のご家族との事故も保障します。もちろんご契約

のトラクターでの単独事故も保障対象です。

ご家族の歩行中の自動車事故も保障します

ご契約のトラクターに搭乗中はもちろん、お客様ご本人やご家族が歩行中の自動車

事故でも治療費・休業損害など共済金をお支払いします。

Point１

Point２

お問い合わせは下記まで
※上記掛金は平成２２年３月３１日まで有効です。

※この資料は概要を説明したものです。

ご検討にあたっては、「重要事項説明書（契約概要）」を必ずご覧ください。

また、ご契約の際には「重要事項説明書（注意喚起情報）」および「ご契約

のしおり・約款」を必ずご覧ください。

グレードアップはお済みですか？あなたのトラクター
小さなお子様やご年配の

ご家族に安心！

ご家族での農作業も安心！

ひと月あたり

約1,528円！

１日あたり

約３６円！
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すべての「 」をがんすべての「 」をがん ��
にわたって��く��にわたって��く��します。

100 ��

がんと

��されたら

がんと����された�
、がん�����

をお�け�りになれます。

（����を じて#$のみ）

１�あたり

10,000 �

がんで

�
されたら

がんで)*された�
、がん)*���を１,-

からお��りになれます。また、１$の)*にか

かる1234,5および)*,5の12 83

4はありません。

１ につき

10・20・40 ��

がんで

��されたら

がんの<=を->とした@Aについ

て、@AのDEにFじてがん@A��

�をお�け�りになれます。（G�の@

Aに3ります）

100 ��

がんで

��のときは

がんをHIのJKとしてLMされた�
に、

がんLM���をお��りになれます。

20 ��

�
�の

��には

がんによる)*をNOして ,PQされた20

T、U*されたとき、がんU*T=W���

をお��りになれます。（※１）

10 ��

がん��で

��のときは

がんPYのJKによりLMされた�
に、L

MZ[�をお��りになれます。

＜がん��についてご^_いただきたいab＞

がん��は、ご	
�から 90 ,�のefg��90 ,�のefg��があります。��

����に����が���� または"#$と&'()された,

-には、ご	
は./とし、��1はお34いいたしません。がん7

8で:;（=>）の,-のお34いおよび��C1の4DEFについ

てはご	
�から�Iいたします。（※１）LMN �7Oにがんで20

RMされた,-、そのRMはT)のUをWXいてお34いします。

＜h�i(がん)*���,k , m)＞10 000

おYい-わせは[\まで

] T：０１６５５－３－２５２１] T：０１６５５－３－２５２１

e f：０１６５４－２－４５３１e f：０１６５４－２－４５３１

hij：０１６５４－８－２１１１

�
�

�
�

�
し

ま
す

。

��；�

80 80 80 80��� �	
 ��� �	
 ��� �	
 ��� �	


20 2 478 2 366 28 506 27 206 2 292 2 134 26 350 24 550� , , , , , , , ,

25 2 790 2 644 32 092 30 396 2 560 2 358 29 438 27 128� , , , , , , , ,

30 3 174 2 978 36 494 34 246 2 882 2 620 33 144 30 138� , , , , , , , ,

35 3 648 3 384 41 952 38 912 3 260 2 916 37 484 33 530� , , , , , , , ,

40 4 242 3 876 48 774 44 572 3 706 3 248 42 616 37 344� , , , , , , , ,

45 4 992 4 474 57 400 51 446 4 240 3 620 48 768 41 624� , , , , , , , ,

50 5 954 5 198 68 470 59 774 4 914 4 052 56 522 46 592� , , , , , , , ,

55 7 216 6 070 82 978 69 800 5 830 4 582 67 054 52 692� , , , , , , , ,

60 8 906 7 088 102 428 81 510 7 162 5 250 82 360 60 384� , , , , , , , ,

��

�

��

�
い 

い�
い 

い

��

このmnはopをqrしたものです。ごtuにあたっては、「xpyzqr{（	
op）」を}ずご�ください。また、ご	
の�には、「xpyzqr{（������）」および「ご	
のしおり・


�」を}ずご�ください。34われる��1については、「リーフレット」、「�I��{」を}ずご�ください。�\C1は�� 22 3 31� � �まで�/です。




